
中部森林管理局管内の国有林野は、

富山、長野、岐阜、愛知の４県にま

たがり、標高十数メートルの都市近
中部森林管理局位置図

たがり、標高十数メートルの都市近

郊林から「日本の屋根」といわれる

日本アルプスをはじめとする高山帯

まで分布し、その多くは地形が急峻

な脊梁山脈や重要な水源地帯に分布

しています。

面積は4県の森林243万haの約2

割を占める66万haを管理経営して

います。

また、これらの国有林野は、スギ、

ヒノキ、カラマツなどの人工林から

原生的な天然林に至るまで多様な森

林生態系を構成しています。

さらに、国土の保全、水源のかん

養、自然環境の保全、森林とのふれ

あいや森林環境教育の推進などに加

え、地球温暖化の防止、生物多様性

の保全などの観点からも、森林の果

たす役割はますます重要となってい

ます。

中部森林管理局では、このような

森林に対する要請に応えるため、公

益的機能の発揮を旨とする管理経営

を推進することとし、国有林野を国

民の共通財産として、多くの国民の

参加の下に森林整備を行い、名実と

もに開かれた「国民の森林」を目指

中部森林管理局位置図

－表紙-

もに開かれた「国民の森林」を目指

し取り組んできました。
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平成24年度重点取組

(1)森林・林業の再生に向けた取組

森林・林業の再生に向け、中部森林管理局では

・搬出間伐と路網整備の加速化、国産材の安定供給体制の構築及び木材利用の拡大

・森林共同施業団地の設定、人材育成のための研修フィールド・技術の提供など民有林との連携の

推進などに、積極的に取り組みました。

ア ．民有林との共同施業の推進

協定を締結した5者：愛知所

森林施業の効率化に向け、民有林と

国有林が連携して一体的に間伐等の森

林整備に取り組む森林共同施業団地の

設定を推進しました。

平成24年度は愛知県東三河流域の

新城地区で新たに設定しました。

東三河流域新城地区森林整備推進協定の概要

協定締結者

愛知森林管理事務所、新城市、愛知県新城設楽農林水産事務所、

愛知県森林・林業センター、愛知県県有林事務所

協定期間

平成25年4月1日～平成30年3月31日

間伐等による森林整備(38ha)

安定的な供給(795ｍ3)

棚山団地

イ．技術者の育成等

国有林のフィールドや技術力を活用し、市町村の森林・林業行政を支援する准フォレスター養成の

ための研修や、林業専用道の 設計・施工技術者などの育成研修を実施するとともに、准フォレスター

①准フォレスターの養成

①准フォレスターの養成

②林業専用道技術者の養成

③素材検知講習会

北信木材センターでの

准フォレスター連携会議
現地検討会の様子：北信署管内

ための研修や、林業専用道の 設計・施工技術者などの育成研修を実施するとともに、准フォレスター

の連携会議や森林作業道に関する 検討会、講習会を行いました。

その他、木曽森林管理署で実施された素材検知講習会では、請負事業体のほか、森林官等を対象

にして実施 し、昨今の木材の利用状況や顧客のニーズに応じた検知・巻立を確認して検知の統一化

と販売の促進に努めました。

講習会には、検知業務請負事業体のほ

か、木曽署・南木曽支署の森林官等約七十

名が参加しました。

講習会の中では、材の欠点部分を製材し

たサンプルなども活用して、的確な検知の

森林作業道講習会：局 検討会の様子：東濃署
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検知講習(新上松土場)：木曽署
たサンプルなども活用して、的確な検知の

統一化が図られました。



(2)野生鳥獣との共存に向けた取組（二ホンジカ被害対策）

②個体数調整や防護柵の設置

①被害対策に役立てる生息、食害調査の取組

H24年度捕獲数

職員アンケートによるシカの目撃箇所

近年、ニホンジカによる農林業への被害や高山植物の採食など、自然環境への被害が拡大して

おり、生息域も拡大していると推測されています。

中部森林管理局では、地域と連携し高山植物の保護等を図るため、ニホンジカの生息調査、被害

状況調査、防護柵の設置、個体数調整(捕獲)等の対策を行っています。

ニホンジカの食害状況、行動範囲を把握し対策に

役立てるため、信州大学と連携を図り調査を行いま

した。

また、職員の被害に対する認識の醸成を図るため、

公私にわたるニホンジカの目撃場所、被害の状況や

対応策に関するアンケートを実施しました。

各地域の協議会と協働し、希少な高山植物の保護・

回復を図るため、防護柵の設置に取り組みました。

また、シカの個体数を減らす取組として、職員による

捕獲、猟友会等への委託による捕獲、くくりワナの貸出

等、個体数調整（捕獲）に取り組みました。

八ヶ岳を取り巻く市町村（諏訪・佐久地域、

北杜市）・南信森林管理署等でつくる南北八

ヶ岳保護管理運営協議会が、八ヶ岳連峰で

九カ所目となる防護ネットを、北八ヶ岳ロープ

ウェイ山頂駅周辺の坪庭（地名）で設置しま

した。

捕獲され搬送ボックスで処理施設へ 加工後は良質な食肉へ

③囲いワナの設置

1,148 2,626 4,000 7,774

単位：ｍ

職員アンケートによるシカの目撃箇所

職員によるくくりワナの設置：南信署協議会との協働による防護柵（電気柵）の設置

（八ヶ岳硫黄岳山荘のお花畑）

囲いワナによる効率的な捕獲方法

の実証的取り組みを行いました。

この取り組みでは、捕獲したシカ

は生体のまま食肉処理施設へ搬送、

食材としての供給・利用の実践も行

いました。
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1.国有林野の管理経営に関する基本方針に基づく管理経営の推進

国土保全・水源涵養・地球温暖化の防止等に果たす国有林野の役割や国民の期待等を踏まえ、

森林の公益的機能の持続的発揮に取り組みました。

(1)公益的機能の維持増進を旨とした管理経営

ア．重視される機能に応じた管理経営の推進

公益的機能の維持増進を目的として、長伐期化や針広混交林などによる多様で健全な森林の整

備や貴重な自然環境の保護保全などを推進しました。

平成25年3月31日現在

長伐期施業林：南木曽支署イ．間伐等森林整備の推進(森林吸収源対策の推進)

山地災害防止機能や水源涵養機能等の発揮に加え、地球温暖化防止や生物多様性確保のため、

間伐等の着実な実施に努めました。

※平成２５年４月１日から機能類型区分が変更されました。

管内の機能類型区分及び面積

、

エ．路網の整備

ウ．治山事業の実施

森林の適切な整備・保全や間伐材の搬出・利

用を行うため、林地の保全に十分配慮し、間伐

材等の木材利用も 図りながら低コストで丈夫な

路網整備を進めました。

安全で安心できる暮らしの確保に向け、荒廃地の早期復旧や保安林の整備を計画的に進めました。

また、間伐材などの木材利用、生物多様性保全に資する取組などを積極的に進めました。

間伐等の着実な実施に努めました。

24年度主な事業量

24年度主な事業量

民有林との連携による復旧対策：中信署

高齢級間伐林：愛知所

24年度主な事業量

単位：ha

、
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路網整備を進めました。



(2)森林の流域管理システムの下での管理経営

森林の流域管理システムとは、流域を基本単位として、森林・林業・木材産業の関係者のみならず、

下流域の都市住民等も含めた幅広い関係者が連携し、民有林・国有林を通じた上下流の協力による

森林整備や国産材の安定供給、生物多様性の保全等に取り組むものです。

流域管理推進アクションプログラムの実施

24年度は計８９の実施メニューを設定し、森林環境教

育、森林整備を通じた上下流住民の交流、外来種除去

作業などに取り組むとともに、低コスト・高効率作業シス

テムの推進、地域一帯となったニホンジカ被害対策など

を実施しました。

(3)国民の森林としての管理経営

国土保全上重要な奥地脊梁山地や水源地域に多く分布し、国民の生活の安全・安心にとって重要

な役割を果たす国有林について、国民の方々の参加の下で管理経営を行うため、国有林が保健休養

平成２２年度に策定した「第四次国有林野事業流域管

理推進アクションプログラム」に基づき実施メニューを作

成し、民有林関係者やボランティア団体などと連携した

森林整備の活動等の取組を行いました。

二ホンジカ防護柵の設置：南信署

な役割を果たす国有林について、国民の方々の参加の下で管理経営を行うため、国有林が保健休養

の場や身近な森林とのふれあいの場として多くの人々に親しんでいただけるよう取り組みました。

一般公募により選定した「国有林モニター」を

対象とした国有林の取組などに対するアンケー

ト調査や現地視察会・モニター会議を通じ、その

意見を管理経営に活かす取組を実施しました。
モニター会議の現地見学：東信署

地区懇談会の開催(庄川計画区：富山署)

森林計画の策定に当たり、国有林の森林資源や整備状況、利活用等に関する情報を広く提供する

とともに、地域の方々との懇談会や現地見学会の開催、ホームページ等による意見募集を実施し、地

域に根ざした幅広い情報や要請を森林計画に反映させるよう取り組みました。

平成２４年度は、平成２５年度樹立計画区に該当する庄川（富

山署）、千曲川上流（東信署）、揖斐川（岐阜署）の３つの森林計

画区において、学識経験者や自然環境などの地域情報に精通

した「国有林アドバイザー」の参加も得て懇談会を実施しました。

また、平成２４年度樹立計画区に該当する伊那谷（南信署）、

木曽川（東濃署）、東三河（愛知所）の３つの森林計画区につい

て、学識経験者等からなる検討会を開催しました。

ア．双方向での情報の受発信による地域情報や要請の把握及び森林計画への反映

モニター会議の開催：局

①地区懇談会等の実施

②国有林モニター会議の開催
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イ．森林環境教育の推進

森林教室等を通じて、森林を育てることの重要性に関心を持ってもらうための活動を行いました。

小中学生を中心に「森林環境教育」を実施しました。

24年度は、182回開催し、延べ9，745名が参加しました。

小学校等の教職員の皆さんが、森林・林業に関する基礎知

識や体験活動の方法等が習得できるよう「森林・林業体験学

習研修会」を長野県と愛知県で開催しました。

家族等で森林に親しむ企画として、「森林探検隊」を開催し、

36家族、42名が参加しました。

NPOや教育関係機関と協働して、森林教室や森林体験活動

を実施するとともに国有林野を活用していただきました。

ウ．森林整備・保全への国民参加

森林とのふれあいの場や森林づくり活動のフィールドとして、国有林を提供するなど、森林の保健

・ 文化・教育的利用を推進するとともに観光など地域の振興、住民の福祉の向上に貢献しました。

森林教室：飛騨署

森林探検隊：東信署(軽井沢国有林)

・ 文化・教育的利用を推進するとともに観光など地域の振興、住民の福祉の向上に貢献しました。

また、森林整備や自然環境保全活動等に多くの方に参加いただきました。

森林づくりを希望する企業やＮＰＯ団体等と協定を締結し森

林整備活動や森林とのふれあい活動等を行う場として国有林

野を提供しています。

｢木の文化を支える森｣においては、将来にわたり貴重な歴

史的木造建築物の修復用材の確保や、各地の祭礼行事、伝

統工芸等次代に引き継ぐべき地域における木の文化を守る

ため、地域住民等による下刈作業などを行いました。
竹チップ舗装：富山署

｢檜皮の森」協定の模様：南木曽支署

(右：支署長)

檜皮採取の実演

下刈作業：東濃署
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2.国有林野の維持及び保全に関する取組

（１）森林の巡視、病虫害の防除等適切な森林の保全管理

高山帯から里山まで広範囲にわたる国有林野について、地元自治体やボランティア団体等と連携

して、森林病虫害等の森林被害の把握や林野火災、不法投棄等の未然防止などに取り組むとともに、

民有林等との境界の巡視などを計画的に行いました。

グリーン・サポート・スタッフ(92名)が、管内の日本百名

山を中心に、利用マナーの指導啓発、植生保護、清掃活

動等を実施しました。

また、関係行政機関や山岳関係者等をメンバーとする

高山植物等保護対策協議会の活動の一環として、ボラン

ティア団体等の協力も得て「高山動植物保護パトロール」

を７月から９月に実施しました。

さらに、「国民の森林」クリーン月間である７月を中心に

不法投棄一斉パトロールや地元自治体・各種団体等と連

携したクリーン活動を実施しました。

（2）保護林等の保全管理の実施

保護林の適切な保全管理や機能評価のためのモニタリング調査を実施しました。

また、木曽駒ヶ岳や雲ノ平における高山植物の復元活動や長野県西部地震災害復旧地における

自然再生事業等を、ＮＰＯやボランティア等と連携して実施しました。

グリーンサポートスタッフ(GSS)

巡視員によるマナーの啓発活動：東信署

震災跡地にどんぐりの苗を植える様子：

木曽署
白山山系

緑の回廊

越美山地

緑の回廊

緑の回廊

雨飾・戸隠

緑の回廊

八ヶ岳
木曽駒ケ岳の植生マット伏作業：

木曽森林環境保全ふれあいセンター
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(1)計画的な収穫の実施

公益的機能の維持増進に向けた管理経営を進めることを基本として、自然環境の保全等に十分配

慮しながら、木材の持続的・計画的な供給に努めました。

間伐林：飛騨署

3.国有林野の林産物の供給

(2)林産物の販売

木材の需給状況や木材産業の動向など林産物の生産・販売を巡る状況を的確に把握し、適切な

生産 ・ 販売に努めました。

伐採搬出される材：東信署

収穫の実施状況
単位：千ｍ3

販売の実施状況
単位：千ｍ3

一般材や低質材を安定的に供給する「システム販売」

を推進し、十分に利用されてこなかった間伐材等の未利

用材の利用拡大に努めました。

ア．安定供給システム販売の推進

イ．その他の素材供給実績

地域の伝統行事への木材の供給、

歴史的木造建造物の修繕、伝統工芸

等に必要な「木曽ヒノキ」などを、天然

林の維持を図りつつ供給しました。

明治神宮用材 伝統工芸等

利用が進まなかった林地残材等小径木

の未利用材の利用拡大として、径級1ｃｍ

単位での選木・椪積を行い需要に応じた

販売が行われました。

システム販売協定先の土場

単位：ｍ3

小径木の椪積 合板工場

はい づみ
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ウ．ブランド化の取組

エ．木材利用の推進

①工事等への木材利用

土木・治山事業において、積極的に木材を利用した工種・工法を採用し、木材の利用推進に努め

ました。また、軟弱地盤の改良材としての木材利用について、関係機関とともにPRに努めました。

治山事業での木材利用 軟弱地盤対策としての丸太の利用試験

人工林材のブランド化として愛

知県設楽町の段戸国有林から産

出される樹齢100年を超える素材

の販売の際に と表示し販

売することに取り組みました。

これにより、高齢級であることを

アピールして販売の促進を図りま

した。

丸太杭(カラマツ)

出品された段戸産ヒノキ：愛知所 表示シールの拡大図：愛知所

再生可能エネルギーの一つであ

る「薪」の利活用を促進するととも

に、高齢化の進行している農山村

の身近な産業の一つとして、地域

経済の活性化にも寄与することを

念頭に、現在の薪の規格や市場

実態を把握し、「薪供給県」からで

きることを考える機会として「薪談

③薪談義の開催

②庁舎等建替え施設での木材利用

長野県塩尻市内で行われた薪談義での意見交換会

丸太杭(カラマツ)

東日本大震災で液状化被害を受

けた箇所での実証実験状況

公共建築物への木材利用を促進するため、庁舎等における木材利用を進めました。

2011年3月12日に発生した長野県北部地震により被害を受け、

建替えられた水内森林事務所：北信署

間伐材利用の谷止工(伊那総合治山事業所)

改築された小坂公務員宿舎：岐阜署
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きることを考える機会として「薪談

義」を開催しました。

長野県塩尻市内で行われた薪談義での意見交換会



(1)国有林野の貸付・売払い

国有林野の所在する地域の社会経済状況、住民の意向等を踏まえ、地域の産業振興、住民の福

祉の向上に資するよう、地元自治体等に対して国有林野の貸付・売払いを行いました。

優れた自然景観を有し、森林浴や自然観察、野外スポーツ等に適した森林を「レクリエーションの

森」 として広く国民の皆さんに提供するとともに、その快適な利用を図るためボランティア等の協力

も得ながら歩道等の整備を行いました。

「レクリエーションの森」の設定状況 自然休養林の位置図

4.国有林野の活用

林野・土地の売払い状況

0.5
14.1

13.6

道路敷き
983ha

(17.3%)

ダム・堤防敷
165ha
(2.9%)

電気・通信事業

敷1,695ha
(29.7%)

農耕・採草・放

牧地1,154ha
(20.3%)

森林空間総合

利用事業
1,406ha
(24.7%)

工業用地
9ha(0.2%)

その他286ha
(5.0%)

平成24年度末 国有林野の貸付状況

合計

5,698ha

(2)｢レクリエーションの森｣の利用推進

（単位：ha）

「レクリエーションの森」の利用実績

赤沢自然休養林

（木曽署）定光寺自然休養林

（愛知所）

御岳自然休養林

（岐阜署）
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5.その他

信州の秋風景になくてはならないカラマツの黄葉について、カラマツを木材資源としてだけではなく、

観光資源としても評価してもらうため、「カラマツ黄葉写真コンテスト」を実施し、190点の作品の応募が

ありました。また、入賞作品については、撮影地市町村に寄贈しました。

最優秀賞 (中部森林管理局長賞)

「 黄 金 に 輝 く 」撮影地：長野県小諸市高峰高原

撮影者：佐久市 井上 良二

局長から最優秀賞の副賞を受取る受賞者(左)

イ．請負事業体の技術と効率性の向上

国有林野事業の請負事業体において、作業効率の向上のほか、技術と意欲の向上を図るため各

種コンクールでの積極的な推薦を実施しました。

ア．地域振興への寄与

カラマツ黄葉写真コンクール

国有林間伐推進コンクール

種コンクールでの積極的な推薦を実施しました。

平成１４年から実施している当コンクールにおい

て、平成２４年度は、東信森林管理署管内で実行さ

れた｢ロングアームハーベスタの活用等高性能林

業機械の組合せによる間伐生産性の向上」の事例

が林野庁長官賞を受賞しました。

職員数 565人（平成２５年４月１日現在）

中部森林管理局

名古屋事務所

森林管理署（９）

支署（１）

森林管理事務所（１）

（流域別機関）

管内森林（約２４３万ｈａ）の約３割を

占める６６万ｈａの国有林野について、１

１の森林管理署等により労働安全衛生の確

保などに取り組みながら、効率的な管理経

営に努めています。

林野庁

（国有林野部）

組織図

ウ．国有林野の事業運営
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アクセス

・JR長野駅から徒歩約20分

・上信越自動車道

須坂長野東インターから車で約15分

長野インターから車で約20分

所在地

〒380-8575

長野市栗田715-5

電話(代表)：026-236-2720

I  P 電 話 ：050-3160-6500


